
令和８年６月１２日 

令和８年度第２回 朝霞市公共施設等総合管理計画庁内検討委員会 

 

 

１．市庁舎長寿命化改修工事の入札不調 

 

（１）入札不調の主要因について 

①中東情勢に伴う石油由来資材への影響 

 中東情勢の緊迫化及び長期化の煽りを受け、石油由来の建築資材（○例塗料や防水材など）の入荷の先

行きが不透明になっている。 

②材料価格の高騰 

 原材料費や物流コストの高騰が継続し、事業者が将来的なコスト変動のリスクを抱えることとなり、採算

性の確保を見通すことが難しい。 

 

（２）市としての対応 

①市庁舎長寿命化改修工事の「一旦見送り」 

・建築資材の納期遅延に伴う工期延長。また工期延長に伴う諸経費の負担増が考えられる。 

・石油由来の建築資材の一時的な価格高騰の影響を受ける。 

・設計条件を据え置きのまま再入札しても更なる不調のリスクがある。 

②優先度の高い改修項目は切り分けて発注 

・市庁舎の機能維持や安全確保の観点から優先度の高い改修項目については切り分けて工事を実施する。 

・建築資材の供給状況を考慮しながら、工事内容を検討する。 

 

２．建物系個別施設計画の方針について 

 

（１）建物系個別施設計画に位置付けられるスケジュールを全体的に後ろにスライドさせる 

・市庁舎長寿命化改修工事だけに留まる問題ではなく、現に６月５日に「中央公民館・コミュニティセンター

長寿命化改修工事」はスライド条項の適用について申請があり、受理した。 

・中東情勢に伴う建築資材の影響を大きく受けると想定される「朝霞市建物系公共施設マネジメント実施

計画」及び「朝霞市学校施設長寿命化計画」については、市庁舎長寿命化改修工事と同様のリスク（工期

延長に伴う負担増や建築資材の価格高騰の影響、入札不調など）が想定されるため、今年度予定してい

た他施設の設計等の業務を後ろにスライドさせる。 

・各計画に位置付けられるスケジュールについても、全体的に後ろにスライドさせる。 

 

（２）今後の対応 

・各施設の機能維持や安全確保の観点から、改修が必須となる改修項目は切り分けて工事を実施する。 

・その他の大規模な改修工事等について、状況を鑑み検討する。 

・国際情勢の動向を注視し、安定した段階で適切な発注等ができるように国の動向や市場調査を継続して

実施する。  
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